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支部長挨拶

中部支部

三 重大学生物資源学部発足の 経緯とその 後
の 改革， 生物工 学関連研究分野の紹介

三 重大学大学院生物資源学研究科　久松　眞

　浅野泰久前支部長の後を受けて，平成 19年 6月 1 日か

ら向こ う2年間，中部支部長を仰せ つ か りま した，高見

澤
一

裕副支部長を始めとする支部役員の 皆様方の ご協力

を得て微力ながら最善を尽 くす所存で お ります．会員の

皆様方の
一
層の ご支援 ・ご指導を賜 りますよう，お願 い

申しあげます．長野 愛知，静岡，三 重，岐阜，福井，

石川，富山の 8 県に わた る中部支部は当面の生物工 学分

野の研究人 口 増加 に 会員の 皆様方の
一・
層 の ご尽力 をお願

い 申しあ げます，今年度の 企 画第 1弾 として，高校生 ・

市民を対象に した生物工学フ ォ
ー

ラム 「ユ ビキタス 時代

に向けた生物工学の新 しい 潮流」を平成 19年 11月 18 日

（日）に津駅前ア ス 1・津 4階 橋北公民館で 行い ま した．セ

ン サーネ ッ トワーク応 用研究の 第
一

人者の方 々 か ら最先

端の研究動向を紹介 して い ただ き，ユ ビキタ ス時代に 向

けた生物工学の新展開に っ い て さ まざまなレ ベ ル か ら考

える機会に な りました．

　さて，人気中の炭酸 ガス蓄積に よる地球温暖化が現実

的な問題として感 じられた本夏の天候で した．化石燃料

の代替品としてバ イオエ タノ
ー

ル を生産するために，食

品の値段が上が っ た こ とが報道 されて い ますが，本来は

未利用 または廃棄物系の生物資源 を利用する必要があ り

ます，生物資源学 とい う言葉 も農学 とい う言葉と同様に

す っ か り定着 して い ますが，生物資源学部の 名称は三重

大学で生 まれた もの です．そ の 誕生経緯につ い てはほ と

ん ど知 られ て い ない と思 い ます．今回，本学部 を紹介す

る かたわ ら，改組の 歴史に も触れ て みた い と思い ます．

　バ ブル がはじける前の 1987年 （昭和 62年）に農学部

と水産学部の ス ク ラ ッ プア ン ドビル ド方式で 新生学部が

発足 しました．どちら も生き物 と農林水産物を扱うこ と

を特長 として い る こ とか ら，均等融合を意識 し生物資源

学部に い た しま した ．また ，造語であ っ て も外国研究者

が 十分理解 で き る こ とか ら，本学部の 英語名 を Bio −

reSOUI ℃ es とい た しました．幸い に して現在，生物資源学

や生物資源科学の学部 や 大学院が増え て い ます，

　それでは，どうして 2学部が融 合 したので し ょ うか ？
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一
っ は，県立大学 で あ っ た医学部 と水産学部が 1972年

（昭和 47年）に国立移管 した際 将来は農 と水は合併す

る こ と も含まれ て い た らしい こ と，もう
一

つ は，地方大

学に と っ て は連合大学院が 博士課程設置の
一

つ の方法で

したが，努力しだ い で は単独で も博士課程の 可能性があ

りうる と両教授会で判断した こ とが 挙げられます．そし

て，年次進行を待っ て，1991年 （平成 3 年）に は，新学

部の上に 区分fli叮の 小 さな博士課程を設置する こ とがで き

ま した．

　1学部 1 学科，入学定 員 250名で は じま っ た合体組織

は，結局の ところ農水 シ ャ ッ フ リン グとはな りません で

した，新学部が発足 して 10年がた っ た頃，21世紀に ふ

さわ しい 体制づ くりに 向けた改組の 議論が活発とな りま

した．そ の結果，「農林水産業の持続的発展」，「農林水産

業の 多面的機能」，「農林水産業の生産向上，食品産業の

健全育成，食料 自給率の 向上」の 3本柱か らなる 21世紀

の農林水産業ビジ ョ ン の資料をもとに，2000年 （平成 12

年）に S 学科 （資源循環学科，共生環境学科 生物圏生

命科学科）へ 改組しま した （図 1），

　この 3本柱の中で，本学部に は持続的発展 の 内容に対

応 で き る 既存分野があ りませ ん で した の で，全分野か ら

25％相当を新たな学科 （資源循環学科）に配置換え し，

75％ に当た る教員は共 生環境学科 と生物圏生命科学科

に配属い た しました．この ような改組の 中で，生物工学

会に属する教員の多 くは資源循環学科に 移籍 して い ま

す．また．資源循環学科は，物質循環学講座 循環生物

工 学講座 循環社会シ ス テ ム 学講座か ら構成 され，文理

融合的な教育内容も生み 出して い ます，

　また，学部の 3学科改組か ら年次進行で修士課程の 改

組 博士課程の改組を順次行 い ，同時に部局化 も進めて，

現在では大学院大学にな っ て い ます．

　以下，生物工 学会に 関連の 深 い 研究室を紹介します，

【食品資源工学研究室 （久松眞教授 ， 磯野直人助教）】

　食品に関連す る多糖類，微生物，酵素などの研究を行 っ

て い ます．デン プン の構造と物性 と加 工 ，デン プン の 生

合成酵素 と機能改良，キノ コ 類のβ一グル カ ン の高次構造

と生理機能発現 の研究 に加えて，最近 で は pH2 の条件で

もエ タ ノ ール発酵す る新規酵母 を利用 し，食品廃棄物や

農林業廃棄物か ら燃料用の バ イオエ タ ノール生産の研究

も進めて い ます．

【生物情報工学研究室 （橋本篤教授，末原憲一郎准教授）】

　物質 ・細胞 レベ ル か ら植物体を対象と し，X 線か らテ

ラヘ ル ツ波 を駆使した光計測法の確立 とその 解析 ・デー

タ ベ ース化，お よび計測データ に基づ い た生命現象の解

析を行 っ て い ます．また，バ イオプ ロ セ ス計測，食品の

物性計測，食味評価 農産物や作物樹体の光セ ン シ ン グ，

IGT を核と す る農業支援シ ス テ ム な どに 関す る応用研究

に も取 り組んでい ます．
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【微生物工 学研究室 （粟冠和郎教授，木村哲哉准教授）】

　微生物の機能を，セル ロ
ー

ス 系バ イオ マ ス の利用 と環

境保全に生かす研究を，遺伝子 ・タ ン パ ク質の レ ベ ル か

ら複合微生物系の レ ベ ル まで幅広 く行 っ て い ます．また，

微生物遺伝子利用 した植物バ イオテクノ ロ ジーの研究 も

行 っ て い ます．主な研究 テーマ は，嫌気性細菌の糖質分

解酵素系の解析と代謝工 学的研究，複合微生物系に よ る

バ イオマ ス の ガ ス 化と環境保全な どです．

【食 ・環境 ・文化情報学研究室 （亀岡孝治教授）】

　農林水産業か ら観光まで を繋 ぐ ミク ロ ・マ クロ 情報の

連続的な取 り扱い 手法を研究 します，具体的に は，陸や

海と い っ た フ ィ
ール ドで の マ ル チバ ン ド光に よ る情報収

集手法，画像 ・ス ペ ク トル による品質 ・安全 ・倫理情報

の 伝送手法，お よび空間的 ・時間的 ・静的 ・動的な情報

表現 に よる 文化表現手法を研究開発し ます．

【生物循環機能学 （後藤正和教授 ・苅田修
一
准教授）】

　微生物や動植物が有す る物質循環の機能 と役割を活か

して，循環型 の 食料生産や エ ネ ル ギー生産 に貢献 します，

食品製造副産物 の 飼料評価，未利用資源 の 飼料化，サ イ

レ
ー

ジ乳酸発酵 草食動物の消化管微生物菌叢 光合成

細菌による水素発酵 細菌の植物繊維分解機構，糖質結

合 モ ジ ュ
ール など に つ い て研究 して い ます．

【水圏生物利用学研究室 （田丸浩准教授）】

　本研究室 で は，水圏に棲息す る微生物 藻類，および

魚類 を中心 に したバ イオテク ノ ロ ジー開発を中心 に研究

を展開 して い ます，特に，ゼブラ フ ィ ッ シ ュ をモ デル動

物 とした研究は，魚類か ら ヒ トへ の外挿性を考慮 した研

究戦略を打ち 出 して お り，現在は タ ン パ ク質，抗体な ど

の有用物質の生産に注力して い ます．

【フ ィ
ール ドサイ エ ン ス セ ン ター （三 島隆助教）】

　山，農地 海と 3つ の フ ィ
ール ド拠点を擁する 当セ ン

タ
ー

は，メタン 発酵や木質バ イオ マ スなどに よる 「複合

型 自然 エ ネル ギー発電 シ ス テ ム 」実証実験，清酒好適米

の 育種現場，サ ゴ ヤ シ な ど の海外バ イ オ マ ス資源探索 ・

解析拠点 としてフ ィ
ー

ル ドに根ざした研究を行 っ て い ま

す．また製茶 工 場や保存 ・発酵食品工 場 も併設 され て お

り，食に 関する教育 に も力を入 れ て い ます．

図 1．21世 紀 の 農 水産 業 の ビ ジ ョ ン と三 重大 学 生物 資源 学部 ・研 究科の あゆ み と理念．
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